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地熱探査が進む北部タイのサンカンペン地熱地帯
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タイ北部ファンの噴とう泉

古都チェンマイから真北へ約180kmビルマ国境に近いファ1■

(Fang)はタイの有力な地熱開発候補地である.広い河川敷のあちこ

ちから噴とう泉を含む多量の温泉が湧出し総放熱量は7MWtに達し

ている.徴候地は古生代の花嵩岩と先カンプリアｰ古生代の堆積岩の

境に位置し熱源とたる新潮火山は認められないが大規模な断層が南

北に走っておりそれにより深部の地熱が地表にもたらされていると考

えられる･タイでは温泉を浴用その他に用いることはほとんどないが

熱水が噴き上る様は人六の興味を引くに･十分であり休日にはピクニッ

クがてら訪ずれる人も多い.
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